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デザインガイドライン



A 枚⽅市駅周辺まちづくりデザインガイドライン

※本パースについては検討中のものであ
り、今後の調整を経て将来像の⼀例を⽰
すイメージとして完成するものである。
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１．はじめに
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1-1 背景 
枚⽅は京都と⼤阪の中間にあり、古から交通の要衝でありました。豊⾂秀吉の時代に京街

道の宿「枚⽅宿」が置かれ宿場町として栄え、江⼾時代には淀川⾈運の中継地として、寄港
した三⼗⽯船に近づき飲⾷物を販売する茶船「くらわんか⾈」で賑わっていました。近代に
⼊り京阪電⾞が開通、枚⽅に枚⽅駅と枚⽅東⼝駅が設置されると、沿線の開発や⼯場の進出
によるまちづくりが進められ都市としての発展を遂げていきました。また、戦前から⼤学が
設置され始め⽂教都市としての顔を持つようになり、戦後に⾏われた⼤規模ニュータウン
の開発などにより⼈⼝も急増しました。 

枚⽅の中核である枚⽅市駅は、京阪電⾞の乗降が約 9.6 万⼈/⽇、京阪バスの乗降が約 3.8
万⼈/⽇の交通結節点になっており、⼈々が集い活気の⽣まれる、賑わいづくりのポテンシ
ャルが⾼い場所であると⾔えますが、社会環境が⼤きく変わり、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化が社
会問題となる時代が到来しました。社会の課題にまちづくりで対応していかなければ、せっ
かくのポテンシャルを活かした賑わい創出も難しくなっていきます。さらに、コロナ禍によ
り⼈々の暮らし⽅や働き⽅が変わり、新しい価値観のまちづくりが求められるようになり
ました。 

⺠間開発や公共施設の再配置など、これから進んでいく事業とソフト⾯での施策を連携
させながら魅⼒あるまちづくりを実現し、社会課題の解決を図り賑わい創出に取り組むこ
とが急務となっています。 
 

枚⽅市駅周辺では地域の活性化に寄与する魅⼒的な都市空間を形成するとともに、防災
性能に優れた建物を整備することで安全安⼼な市街地を形成することを⽬的に、枚⽅市駅
周辺地区市街地再開発事業が進められています。また 2021 年 1 ⽉に、枚⽅市駅周辺エリア
の拠点を形成し社会課題の解決を図りながら持続的に発展することを⽬指し、産官学が連
携してまちづくりを推進することを⽬的に、枚⽅ HUB 協議会が発⾜しました。ハード整備
とソフト⾯での取り組みの両⽅が動き始めた今を、魅⼒あるまちづくりを実現できる絶好
のチャンスと捉え、産官学が協働して役割を担い、持続的に発展しエリア価値を⾼めるエリ
アマネジメントへと展開していくことが必要だと考えます。 
 

枚⽅ HUB 協議会で検討した枚⽅市駅周辺まちづくりデザインガイドラインが、未来ビジ
ョン具現化の羅針盤として、関係各位の連携・協⼒のもと有効に活⽤され、産官学連携の最
先端のまちづくりの実現へとつながることを望みます。 
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1-2 前提条件 
 本ガイドラインの前提条件は、今後進んでいくであろう枚⽅市駅周辺まちづくりを⾒据
えて⼤きく以下の 3 点を設定します。 
 
●枚⽅市駅周辺地区のまちづくりが、時間をかけて継続するものであること 
 枚⽅市駅周辺地区のまちづくりは、数多くの事業やプロジェクトで構成されており、その
事業期間も⻑期間にわたります。また、全ての事業が現段階で全ての計画が詳細に決まって
いるわけでなく、今後具体化が進んでいくものも含まれています。 
 さらに、カーボンニュートラルやポストコロナ、ウイズコロナ、ウォーカブルなまちづく
りなど、持続可能なまちづくりを継続的に考えていく必要があります。 
 そこで、産官学が連携して、継続的に魅⼒あるまちづくりを進め、時間をかけて成⻑・発
展するようなまちづくりの実現⼿法が求められています。 
 
●多くの主体の個別の開発を連携させて、新しい枚⽅のまちづくりを進めていくこと 
 枚⽅市駅周辺のまちづくりは、市街地再開発事業やビルの建て替え、あるいは市役所や市
⺠会館など公共施設の再配置に加え、広場、公園など公共施設の再整備など、数多くの事業
により成り⽴っています。そして、これらは単⼀の事業ではなく、⾏政、⺠間など多様な担
い⼿によって⾏われます。 
 そこで、多くの主体が連携・協働して、全体として調和のとれた魅⼒的なまちづくりを実
現するための⽅法が必要とされています。 
 
●成⻑発展していくまちづくりとエリアマネジメント 
 エリアマネジメントとは、「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるた
めの、住⺠・事業主・地権者等による主体的な取り組み」であり、全国各地のまちづくりで
取り組まれています。業務・商業地では、市街地開発と連動した街並み景観の誘導、地域美
化やイベントの開催・広報などの地域プロモーション、パブリックスペースなどの利活⽤な
ど、多様な展開がみられます。これからのまちづくりは開発（つくること）のみならず、そ
の後の維持管理・運営（マネジメント）を⾒据えたまち育てが重要であると考えられていま
す。枚⽅市駅周辺地区でも産官学の連携によりエリアマネジメントを導⼊し、成⻑発展する
まちづくりを継続的に⾏うことが求められています。 
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図 ガイドラインの位置付け 
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1-3 対象エリア 
 本ガイドラインの対象エリアは、枚方 HUB 協議会による計画対象計画エリア（概ね都市
再生緊急整備地域エリア）を含んで、概ね駅周辺半径 800m程度の範囲を想定します。 

 
背景：国土地理院撮影の航空写真 

 
1-4 デザインガイドラインの役割 
 デザインガイドラインの役割は、枚方市駅周辺のまちづくりのあり方（将来像）やまちの
景観、骨格となる都市空間の使い方などを、官民を含む多様な主体が関わるまちづくりで、
実現させながら、時間をかけて成長していくための共通指針としての役割を持っています。 
 このガイドラインで、すべてをこと細かに決めてしまうのではありません。将来像として
の枚方市駅周辺のありたい姿、あるべき姿を関係者間で共有しながら、その実現にむけて、
様々な主体が関わる事業や各種の取り組みにおいて、果たすべき役割を考え、それぞれの主
体同士が互いを思いやり、相互に呼応して、計画や事業を連携させ、一体としたまちづくり
を実現していくような作法としての役割を持っています。その結果として一体感があり、魅
力ある都市の顔としての景観が形成されることを目指しています。 
 そのためには、目指すまちの将来像や都市空間の姿、そしてその使われ方に対応した評価
指標などを設定して、評価検証しながら望ましい方向性へ向かっていくことが必要となり
ます。 
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 そこで、本ガイドラインは、産官学連携のもとで、多様な主体の参画によるエリアマネジ
メントによって、未来ビジョン（将来像）、デザインレビュー（協議）、指標による評価など
を通じ、運⽤していくことを想定しています。 
 したがって、ガイドラインそのものが、まちづくりの局⾯に応じて、常に改訂や⾒直しが
適宜⾏われながら成⻑していくことを想定しています。 

 
図 ガイドラインの役割 

 
図 ガイドラインをとりまく環境とまちの成⻑ 
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1-5 枚方市景観計画との整合 
  
 枚方市駅周辺まちづくりを進めていく上で、まちの顔となり、人々の記憶に残る景観をつ
くりあげていくことは重要な課題です。本ガイドラインでは、まちの景観形成に重要な場所
のデザインの方向性を示します。これに加え、枚方市では市域を対象に景観計画を策定し、
良好な景観の誘導を進めており、その内容との協調をはかり、整合のとれたまちづくりを進
めていく必要があります。 
 景観計画においては、枚方市駅前周辺は、河川景観軸（淀川、天野川）に隣接するととも
に、道路景観軸とも近接するエリアとして位置づけられており、多様な景観特性が隣接・共
存するエリアであり、それらとの関係を意識した景観形成が求められます。また、景観重点
区域である枚方宿区域にも近接しており、歴史文化的な街並みとの共生も視野に入れる必
要があります。 
 これらを踏まえて、枚方市駅周辺は、枚方の顔となるエリアであり、枚方市の景観計画の
考え方に準拠しつつ、まちの顔に相応しい景観形成をはかることが求められています。 
 

 
枚方市景観計画より 
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枚方市景観計画より 
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1-6 対象エリアの将来像（案）

まちづくりの将来像イメージ（案）

「Hirakata  Loop(仮)」の考え方
●対象エリアを中心に、京阪枚方市駅を中心
に淀川エリアと枚方市合同庁舎（計画予定）
を快適で魅力的なストリートや広場でつない
でいく「都市軸」と、自然が感じられ、開け
たまちの景色が広がる「天野川」を歩行者空
間として良好に形成していくことによる水辺
軸により、まちなかの回遊ネットワーク
「Hirakata Loop（仮）」を形成します。

●Hirakata Loop（仮）と交差する京街道枚方
宿や、計画が進行している枚方市駅前交通広
場（北側）、枚方市駅周辺地区第一種市街地
再開発事業など、既存の枚方の魅力的な都市
資産や未来の整備内容を考慮した上で一体的
に整備していくことで、面的な歩行者ネット
ワーク形成を行います。

HIRAKATA LOOPA  A LT  

枚方都市軸

枚方駅周辺まちづくりデザインガイドライン(仮称)を定めるため、対象エリアにおいて将来像を設定する。

背景：国土地理院撮影の航空写真
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２．エリア全体の景観形成⽅針
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2-1 全体コンセプト（共通） 
 
視点１：歴史・風土・地形 
 枚方は、西に淀川、東は緑豊かな生駒山系の山々があり、沖積低地と枚方台地により構成
されています。このため、地形は平地と丘陵地・台地で構成され、その起伏が豊かで坂道が
多いのも特徴です。 
 歴史も古く、平安時代は貴族の遊猟地として、江戸時代には京街道の宿場町として発展し
てきました。また、近代以降は、住宅地として発展し、戦後な大規模ニュータウンとして京
阪神都市圏の成長を支えてきました。 
 また、枚方は京都・大阪・奈良の中継地でもあり、多様な文化が交差・交流するまちでも
あります。さらには、市内に５つの大学が所在し、学園都市としての顔も持っています。 
 こうした歴史・風土・地形を十分に理解し、それらを生かしたまちづくりをしていくこと
が求められます。 
 

 
河内名所図会 天の川 
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歌川広重 六十余州名所図会 

河内 枚方 男山 

 
河内名所図会 枚方萬年寺 

 
京阪電車御案内に描かれた枚方周辺 京阪電車御案内 吉田初三郎 1913 

 

 
枚方宿には歴史的な街並みが残る 淀川、天野川の合流部になだらかな起伏のあ

る地形に広がり、背後には山並みが見える 
明治 21年 1:20,000仮製地形図 
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視点２：シンボル性・多様性 
 枚方市駅前周辺の特徴は、前述した地形的な特徴や駅前としての土地利用、とりわけ枚方
の中心市街地としての業務・商業機能の集積や、官公庁施設、そして京阪枚方市駅という交
通ターミナルの中心機能があることです。いわば枚方の顔としての役割を担っています。 
 枚方市駅周辺には、背後の地形変化とともに四方八方から、そして遠くからも見通せるラ
ンドマークが見えます。ヒラパーの観覧車や駅前のビル群などは枚方のランドマークとな
っています。今後のまちづくりにおいても、周囲からもよく見えるランドマークとなるよう
な建築物が出現することが想定され、これらについては周囲との調和も意識しながら、ラン
ドマークとしての存在感を意識することが求められます。また、単体としての見え方のみな
らず、様々な建築物が群としての眺めをもっていることから、それぞれが個性を有し、多様
性がありつつも、全体としての調和のとれた景観形成に留意する必要があります。そのため
には、視点場と視対象の関係を意識し、計画した建築物などがどこからどのように見えるの
かや、周囲の建築物を含んで形成される街並みやスカイラインを十分意識する必要があり
ます。 

  
枚方の眺望のシンボルである観覧車 枚方市駅前の風景 

 

 
枚方宿の名残を残す宗左の辻 ニッペパーク岡東中央公園 
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高所からの風景 枚方市駅周辺の住宅地からの眺め 

 
 枚方市駅周辺のまちづくりでは、建築物等が周囲からよく見える立地条件にあることか
ら、とりわけ、どこからなにがどのように見えるのかという関係性に配慮したデザインが重
要となります。景観的には、遠景・中景・近景の区分によりその特性が異なることが知られ
ています。こうした指標を参考としながら、視点場-視対象との関係に配慮していくことが
重要です。 
 

 
図 知覚行動のスケールと距離（学芸出版社：都市デザインの手法より） 
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視点３：成長するまちづくり（くらし・活動・体験・風景） 
 枚方市駅周辺のまちづくりは、時代の要請にあわせて、常に変化を遂げてきました。かつ
ては街道の宿場町、舟運の結節点として、戦後はニュータウンのターミナル拠点として、
人々の生活を支えてきました。そして、これからの枚方市駅周辺にも、時代の要請を読み取
って、新しい役割が期待されています。それは、枚方宿の歴史性、淀川沿いの市街地、ニュ
ータウンとしての発展経緯を受け継ぎながら、新しい枚方のライフスタイルをつくる新た
な拠点となっていくことです。コロナ禍でのライフスタイルの変化や、共稼ぎのファミリー
層をはじめとする多様な生き方、生活への応答、カーボンニュートラルやウォーカビリティ
の向上など、人中心の暮らしやすい都市への転換など、都市のあり方が大きく変わるような
時代の要請にも対処していくことが求められます。 
 こうしたことを踏まえると、以下のような枚方市駅前のまちづくりの姿が浮かんできま
す。これがすべてというわけではありませんが、より多様に、より広く、より深く市民の暮
らしと関わるようなまちづくりが求められます。 

＜枚方市駅前周辺まちづくりをとりまくキーワード＞ 
・枚方で暮らす様々な人々の人生とともにある場所 
・しごと、起業、すまい、消費、学び、四季の体感など市民の記憶に残る舞台 
・枚方が新しい都市へと、新しいくらしをうむ場所へと発展する 
・夕焼けに映える姿、朝の眺め、夜景など、人々のくらしや思い出とともにある風景 
 

  
機能更新が進む枚方市駅前周辺 枚方市駅 
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天野川沿いの広がりある風景 なだらかな丘陵に広がる住宅地 

  
HUB 協議会による公共空間活用社会実験 

枚方マーケット 
枚方市役所前広場空間を活用した 

社会実験 
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2-2 解決すべき課題と将来の都市像 
 枚方市駅周辺のまちづくりが、時代の要請に応えるものである必要があるのはいうまで
もありませんが、そのためには、解決すべき課題も残されています。具体的には、これまで
の枚方市駅に集積していた都市機能のみならず、より多様な機能の集積が求められること、
そのために、多くの開発や公共施設の再編などの一連の取り組みを連鎖、連携させることで
す。そして、ウォーカブルなまちの実現、くらしを支える多機能な都市への更新、拠点的機
能の充実などが必要とされています。これらを同時期、同主体によらないまちづくりを一体
的、相乗的に進めることで実現していくために、時間をかけて、成長し成熟するまちづくり
としてのエリアマネジメントによるまちづくりを進めていく必要があります。ガイドライ
ンの策定・充実とともに、進行管理・マネジメントする主体の役割が重要となります。 
 また、そのなかで、目指すべき都市の将来像をつくることも重要です。例えば、以下は近
年パリ市が打ち出した都市のコンセプト「15 分圏都市」です。パリの都心では、これまで
業務商業機能がその中心を担い、主たる交通手段は自動車でした。この姿を変え日常の生活
に必要な機能へのアクセスを概ね 15分圏内で簡潔させようとする考え方です。そのために
は暮らしに必要な様々な機能がコンパクトに集積している必要があります。また、移動につ
いても、徒歩、自転車、公共交通を組み合わせて、環境にも配慮し健康的な生活を送れるよ
うな方向性を目指しています。このためには従来の公共空間の使い方も大きく変化させて
いく必要があります。 
 このように次世代の都市のあり方、枚方市駅周辺のまちづくりのあり方を構想しながら
まちづくりを進めていく必要があります。 

 
パリ市 15 分圏都市  

（Paris en Commun 公式 X より）ソルボンヌ大学 カルロス・モレノ教授による 

2-8



2-
3

エ
リ
ア
全
体
の
計
画
⽅
針

エ
リ
ア
ゾ
ー
ニ
ン
グ

背
景
：
国
⼟
地
理
院
撮
影
の
航
空
写
真

2-9



駅前・にぎわいエリア
2-4 各エリアの計画⽅針

【エリアにおける⽅針】

●枚⽅のまちの顔にふさわしい⽞関⼝エリア

・枚⽅に来た/帰ってきたことを感じられるま

ちのにぎわいの中⼼エリア

・枚⽅らしさを印象付ける、まちの⽞関⼝と

して象徴的なエリア

・京都と⼤阪を結ぶ京街道枚⽅宿など、既存

のまちの資産を守りながら連動した⼀体的な

計画

●まちの交通結節点としての整備

・「Hirakata Loop（仮）」を中⼼としたまち

なか回遊の起点

・エリア内外を快適に⾏き来することができ、

各交通モードの切り替え可能な結節点

●まちなかの商業施設と連携した利活⽤

・官⺠で連携しながら、お互いの⻑所を⽣か

した⼀体的かつ相乗効果をつくるデザインと

まちの顔としてのにぎわいづくり

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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教育・⽂化エリア

【エリアにおける⽅針】

●枚⽅の歴史・⽂化/教育を象徴するエリア

・枚⽅市総合⽂化芸術センターや関⻄医⼤の

敷地と呼応した、学びや⽂化交流の場にふさ

わしいエリア

・学びや体験の場として、緑や⽔辺に触れな

がら落ち着いた散策ができるエリア

●天野川/淀川とのつながりと回遊をつくる

・⽔辺の⾃然豊かな環境へのアクセス性の良

さを⽣かした回遊性の創出、ネットワーク化

・河川の緑や⽔と呼応した魅⼒ある空間創出

への⼯夫

●産官学連携をテーマとした利活⽤

・関⻄医科⼤学キャンパスや総合⽂化芸術セ

ンター前の広場等のオープンスペースを活か

した、芸術/教育/⽂化交流等をテーマとした

利活⽤

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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緑・まちなか暮らしエリア

【エリアにおける⽅針】

●親しみあるまちなか居住エリア

・地域の暮らしに根差した、枚⽅らしい魅⼒

的なエリア創出

・毎⽇の通勤/通学ルートとして積極的に利⽤

されることに配慮した空間整備

●くつろぎの場としてのエリア

・都市軸におけるまとまったオープンスペー

ス（枚⽅シンボルプロムナード、岡東中央公

園など）を中⼼とした地域の憩いと休息の場

・彩りのある植栽や緑陰など、⼈々が⽣活す

る上で親しみやすいくつろぎの場の創出

●地元交流をテーマとした連携と利活⽤

・岡東中央公園のオープンスペースを活かし

た、地元交流などをテーマとした利活⽤

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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⾏政サービスエリア

【エリアにおける⽅針】

●天野川とのつながりと回遊をつくる

・天野川の⾃然豊かな環境へのアクセス性の

良さを⽣かした回遊性と⼀体性のある空間創

出

・河川の緑や⽔と呼応した魅⼒ある空間創出

への⼯夫

●まちの⼈々を受け⼊れるおおらかな空間

・都市軸の終着でありながら淀川と対を成

すまちのアンカーポイントとして、まちの象

徴でありながらも落ち着き⾵格のあるエリア

・枚⽅市合同庁舎（予定）など、⾏政施設の

あるエリアとしてふさわしい、⼀体的で開放

感のある空間構成

●現代の多様なニーズに応じた居場所

・様々な⼈々を受け⼊れることのできる、多

様な利活⽤や居場所をつくることのできるエ

リア

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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天野川/淀川エリア

【エリアにおける⽅針】

●枚⽅らしい親⽔空間のあるエリア

・天の川・七⼣伝説にゆかりのある地として、

地域らしさを活かした創意ある空間整備

●魅⼒的で豊かな⾃然環境の創出

・川の安全な利⽤や災害など、環境との共⽣

を学ぶことのできる教育としての場

・川の⾃然や⽣き物とふれあい、⼦供たちを

はじめとした⼈々の感性を磨き、創造⼒を養

うエリア

・⼦供たちの⾃然体験、プレイグラウンド

としての遊び場の創出

●河川空間の特性を活かした利活⽤

・開放的でまとまった空間を活⽤した地元イ

ベント等の開催

・⽣物多様性に配慮した環境保全と創出と地

域の活動が連動した⽔辺づくり

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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３．景観形成⽅針
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視点場 視対象
シーン：ある点において⼀⽅向にむけた
視対象への眺望体験

シークエンス：視点の移動に伴って継起
的に変化する体験

・継起的に変化する枚⽅らしい⾵景を楽しむ

・来訪者が⽴ち⽌まって⾒る⾵景、動いて⾒る⾵景が相互に関係するトータルデザイン
の⼯夫

・シーンとシークエンスを豊かにする個性的なランドマーク、広場、ストリートのデザ
イン

１．シーンとシークエンスを重視したトータルデザイン

枚⽅らしい眺めをつくる基本⽅針

3-1. 眺望のデザイン

シーンとシークエンスを重視したトータルデザイン

２．視点場と視対象を意識したデザイン

・「視対象」と「視点場」の設定：⼭並み、河川、ランドマーク施設(建築・公園等)は
枚⽅らしさを特徴づける視対象として重要な要素である。視対象への優れた眺めを享受
する場所を視点場とし、視点場と視対象を眺める視界に⼊る空間においては、建築ボ
リュームやデザインに配慮する

• 代表的な眺め

⼭並みへの眺め： 北摂⼭系、国⾒⼭、交野⼭、万年寺⼭(代表点：御茶屋御殿跡)

⽔辺への眺め： 淀川、天野川(代表点：かささぎ橋、天津橋、禁野橋)

通りの眺め：Hirakata Loop(仮)(1-6「対象エリアの将来像」で詳述)

ランドマークへの眺め：岡東中央公園、駅前空間、枚⽅T-SITE、再開発建築等
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• 「遠景・中景・近景」の設定：視点場から視対象への⽔平距離で対象の⾒え⽅は異
なる。そのため、対象の⾒え⽅に合わせた考えるべきポイントに配慮して計画を検
討をする。本ガイドラインにおける近景は視点場から0m〜400m、中景は400m〜
1.2km、遠景は1.2km以上とする

• 視対象の⾒⽅は、(1)視点場から⾵景全体を⾒る場合と(2)視対象が物として明確に存
在する場合の2種類に分けることができる

遠景・中景・近景で異なる⾵景の眺め

遠景で考えるべきポイント
・⼭並みに配慮したデザイン
・建物同⼠の関係づくり
・枚⽅の外側からの⾒え⽅に配慮する

中景で考えるべきポイント
・囲まれ感や領域性
・スカイラインの形成/視対象への⾒通し
・ランドマークのデザイン

近景で考えるべきポイント
・図と地の関係を意識する
・歩⾏者主要動線の⾒え⽅に配慮する
・枚⽅の景観にふさわしい近景のビュースポット
・ヒューマンスケールな空間の実現
・官⺠連携した⼀体的な景観形成

・視点場の選定フロー：視点場は、多くの⼈が⾵景を享受できる主動線上(枚⽅ループ)
かつ枚⽅の代表的な眺めを形成する視対象を望む場所を重ね合わせて選定した

可視域と主動線の
重ね合わせ

＋ 視点場の選定

現地踏査

視対象の選定
-上位計画レビュー
枚⽅市駅周辺再整備ビジョン
枚⽅市駅周辺地区計画
枚⽅市景観計画
枚⽅市都市計画マスタープラン
枚⽅市駅周辺整備基本構想

・
・
・

可視域分析
※google earthによる概略検討

枚⽅ループ(主動線)

可視域
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中層部

低層部

⾼層部

3 ．アイレベルを重視したデザイン

・⼈の視覚は⽔平⽅向の情報を取得しやすい。31m以上は⾼さ⽅向の認識がしづらいと
されている。地⾯から13.5mを建物の低層部、13.5m〜31mを中層部、31m以上の⾼層
部としてそれぞれの⾼さで配慮すべき項⽬を下記に整理した。

低層部で考えるべき景観のポイント
・図と地の関係を意識する
・歩⾏者主要動線の⾒え⽅に配慮する
・枚⽅の景観に相応しい近景のビュースポット
・ヒューマンスケールな空間の実現
・官⺠連携した⼀体的な景観形成

⾼層部で考えるべき景観のポイント
・枚⽅の⼭、川、空に配慮した眺望の演出
・建物頂部のシルエット

建物と街路空間の関係性

中層部で考えるべき景観のポイント
・ランドマーク施設のファサード
・基調⾊となる⾊彩

共通事項：
・枚⽅の街並みに調和する落ち着いた⾊彩
・周辺建物との⾼さや形態の調和への配慮

コラム：枚⽅⼋景

枚⽅⼋景は 昭和59年10⽉1⽇に枚⽅市市制35年を記念して「ふるさと枚⽅」らしい⾵
景を将来に伝承していくことを⽬的に枚⽅市⺠から候補地を公募して制定した8箇所の
景勝地。

⑤国⾒⼭の展望

⑥百済寺跡の松⾵

⑦万年寺⼭の緑陰

⑧⾹⾥団地の並⽊

①

④ ⑦

⑤
①淀川の四季

②樟葉宮跡の社

③牧野の桜

④⼭⽥池の⽉

出典：ヤンゲール(著),北原理雄(訳)．⼈間の街：公共空間のデザイン．2014．⿅島出版会

出典：枚⽅市HP
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⼭並みに配慮したデザイン

• 周辺建物同⼠の関係性を⼯夫し、都市としてのま
とまりや⼀体感を形成するよう検討する

 ⼭並みへの眺めを保全するために、視点場と⼭並みの中間領域にある建築物等につ
いては、ボリュームコントロールによって視対象となる⼭並みと⼀体的な計画をす
る

 ⼭のスカイラインに対してボリュームを抑える⼯夫や頂部のシルエットを場所に合
わせて検討する

3-1-1 遠景のデザイン

枚⽅中⼼市街地の外側からの⾒え⽅に配慮する

• 建築ボリュームは市外からの⾒え⽅を意識して計
画検討を⾏う

北摂⼭系と枚⽅の街並み ⼭に対してアクセントとな
るボリューム(スカイツリー)

⼭のスカイラインに配慮したボ
リュームコントロール(京都)

市外からでも建物のまとまり
を感じる例(東京都)

建物同⼠の関係づくり

それぞれの建物が連続してまとまっ
てみえる例(横浜市)
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3-1-2 中景のデザイン

囲まれ感・領域性

・周辺環境の特性を活かし、緩やかな変化のある
連続したファサードによって領域性をつくる

・単調なデザインを避け、公共空間と建築物が相
互ににぎわいを形成するようなまちなみの連続性
に配慮する

ランドマークのデザイン

・ランドマークにふさわしい洗練された建物
ファサードのデザインを⾏う

・中景で視対象を⾒た場合、周囲の建物と調和
する⾊彩を検討する

• ランドマークへの⾒通しを確保するボリュー
ムの配慮を⾏う

• 川を感じられるような、⾒通し確保のための
検討を⾏う

スカイラインの形成・視対象への⾒通しの確保

⼤⽂字⼭への⾒通しを確保した空間
(京都)

旧市街の街並みと調和したデザイン
(イギリス・ロンドン)

ランドマークへの⾒通しを確保した例
(熊本・花畑広場)

領域性をもった広場の例
(イタリア・カンポ広場)
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図と地の関係を意識する

・建物、広場、⼈など異なる要素の中で地として
揃えるべきものと図として引き⽴たせる物の関係
を意識してデザインを検討する

ヒューマンスケールな空間の実現

歩⾏者主要動線の⾒え⽅に配慮する

3-1-3 近景のデザイン

枚⽅の景観にふさわしい近景のビュースポット

・ストリートと低層部のデザインの調和・連携
・建築物の低層部は、開放感や透明感のあるデザ
インとする。
・舗装、ファニチャー、照明施設はシンプルで洗
練された⼈が映えるデザインとする
・屋外から建物の中のにぎわいが⾒えるよう⼯夫
する
・⾞道のアクセスは、歩⾏者主要動線になるべく
設けない

・⼈の滞留空間からの⾒え⽅に配慮する
・座っている場所から街ににぎわいやランド
マークが⾒えるように配慮する

・⼈が近くで⾒て触れる部分については、素
材感、⼿触り感に配慮する

・建物低層部には、植栽やファニチャーを配
置してオープンスペースが魅⼒的にうつるよ
うな演出を検討する

透明性の⾼い建物低層部デザイン(銀座)

座⾯に⽊材を使⽤した例(オーストラリア)

にぎわいを⾒通すデザイン(⾹川)

官⺠連携した⼀体的な景観形成

・道路の輪郭を形成する建築物の質の向上と
調和させる
・官地と⺠地のデザインの連続性をつくる

図と地が整理されたデザイン(東京都)

官地と⺠地で⼀体的な舗装デザイン(熊本)
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【⽅針①】“枚⽅の顔”となる⾵景をつくる（シンボル景観）

【デザインのポイント】

官⺠⼀体となった賑わいを感じる広場

・駅前広場（北側・南側）

センスオブアライバル
・“枚⽅に来た/帰ってきた”ことを感じる
象徴的なデザイン

⾼質なデザイン
・枚⽅の顔にふさわしい⾼質なデザイン

【⽅針②】“官⺠⼀体となった”⾵景をつくる

【デザインのポイント】

官地と⺠地の敷際の連続性

・官地と⺠地のデザインの連続性

（舗装・照明計画・サイン等）

広場と低層部の賑わいの連携

・広場に向かって低層部の賑わいの顔出し

・官⺠連携した賑わいづくり

広場と低層部のデザインの調和・連携

・広場の輪郭を形成する建築物の質の向上

と調和

・ひとつの広場に⾯する建築物郡のデザイン

の連続性
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【⽅針④】時によって使い⽅が変わる広場

【デザインのポイント】

多様な活⽤を想定したフレキシブルな施設配置

・“作り込みすぎない”デザイン

⾒る-⾒られるの関係を意識した滞留空間の配置

“ハレ”の設えを可能にする施設計画

・イベント利⽤時の屋台やキッチンカーの乗り

⼊れ、オーナメントなどの装飾が可能な施設

デザイン

【⽅針③】“まちにつながる” 個性ある広場のデザイン

【デザインのポイント】

枚⽅のまちの“プロローグ”になる駅前広場

・まちなか回遊の起点となる駅前広場

・まちなか賑わいのインデックス機能のある

広場

まちにつながる広場とそのネットワーク

・広場ごとの特徴を際⽴たせ、歩⾏者ネット

ワークの⾻格を形成し、回遊性向上をはかる

・広場と道の連続的な関係に配慮

・奥へ誘うオープンカフェ等の配置

（広場から接続する道路の賑わいの⾒え隠れ）
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【（仮称）ひらかた広場】駅前の顔になるヒューマンスケールの広場

3-2-2 個別の広場のデザイン⽅針

【デザインのポイント】

官⺠連携の象徴となるヒューマンスケールの広場

・待ち合わせ、⼩規模イベント（マルシェ・

キッチンカー等）を想定した広場

・居⼼地のよさを演出する素材選定や季節感を

感じるきめ細やかな植栽計画

・沿道建築低層部との連携

・まちなかイベント情報を提供する情報案内サイン

【岡崎中央公園】市⺠⽣活を豊かにする広場

【デザインのポイント】

アーバンスポーツ・飲⾷等⽬的性を持った広場

・スケボー等のアーバンスポーツ、公園と⼀体と

なった飲⾷施設等を配置した市⺠⽣活を豊かに

する広場

・緑豊かで、枚⽅のまちなか居住を豊かにする

オープンスペース

・隣接するプロムナード・施設と⼀体となった

デザイン

背景：国⼟地理院撮影の航空写真

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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【（仮称）市役所前広場】市⺠が集うイベント広場

【デザインのポイント】

使いたくなる“絵になる”広場

・⼤規模イベント等の開催が可能な広場

・沿道建築と⼀体となった広場デザイン

背景：国⼟地理院撮影の航空写真

【みはらしテラス】枚⽅のまちを感じる広場

【デザインのポイント】

枚⽅ツウが集まる“⼤⼈の”広場

・背後の⼭並みや枚⽅のまち、京阪枚⽅市駅の

分岐路線を眺めることができる視点場の創出

・⼤⼈がほっと⼀息つくことができる静かで

落ち着いた雰囲気

・アーティスティックなベンチやモニュメント

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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【天野川テラス】天野川の⾃然を感じる“まちのテラス”

【デザインのポイント】

⼭・川・空を感じる⽴体テラス

・グランドレベルと2階レベルを⽴体的な⼀つの

テラスとしてデザイン

・⾃然を感じ、ファミリー層が気兼ねなく時間

を過ごすことができる設え

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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安全性と快適性を兼ね備えた広場部分
のデザインを⼯夫する

⽞関⼝に相応しい視認性、シンボル性
をつくる

⾼架下が暗い場所とならないようなデ
ザイン上の⼯夫をはかる

シェルターやベンチ、植栽、舗装など
の⼀体的なデザイン

暗い印象とならないような⾼架下の⼯夫
開放感ある壁⾯、舗装や天井のデザイン

3-2-3 デザイン上検討すべきポイント

暗い印象とならないような⾼架下の⼯夫
開放感ある壁⾯、舗装や天井のデザイン

「枚⽅の顔」を作るエリアでは特に下記のポイントに留意する。
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枚⽅シンボルプロムナード；まちのにぎわいの中⼼

3-3-2 個別のストリートのデザイン⽅針

【⽅針】
●にぎわいの中⼼となるまちのリビングスペース
・まちなか回遊の起点
・⾃由な使い⽅ができる広場のような道路空間
・まちのにぎわいが映える魅⼒的で⾼質な空間
・利活⽤しやすい快適でまとまったスペース
●多様な特徴をもつ広場とのネットワーク
・広場ごとの特徴を際⽴たせ、歩⾏者ネット
ワークの⾻格を形成し、回遊性向上を図る

・広場と道の連続的な関係に配慮
●官⺠⼀体となった賑わいを感じるストリート
・沿道建物低層部からの賑わいのにじみだし
・官⺠連携による道路利活⽤による賑わいづくり

【デザインのポイント】
●リビングスペースとしての⾼質なデザイン
・広場のような道路のデザイン
（舗装・植栽・サイン・照明など）
・魅⼒的なストリートファニチャーのデザイン
・快適な休息スペースの整備（緑陰やベンチなど）
・四季を感じられる彩りのある植栽
・にぎわい要素である什器等の統⼀感あるデザイン
●官地と⺠地の敷際の連続性
・官地と⺠地のデザインの連続性
（舗装・植栽・サイン・照明など）
●ストリートと低層部のデザインの調和・連携
・道路の輪郭を形成する建築物の質の向上
と調和させる

・沿道建築物群のデザインの連続性をつくる
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歩⾏者主要動線（メイン）；⽬抜き通りとしてのデザイン

【⽅針】
●まちの⾻格となるシンボルストリート
・まちなか回遊の⾻格となるメインストリート
・枚⽅の顔にふさわしい⾼質な道路空間
・沿道の建物やにぎわいを特徴として際⽴たせる、
落ちついた⾵格のあるデザイン

●多様な特徴をもつ広場とのネットワーク
・広場ごとの特徴を際⽴たせ、歩⾏者ネット
ワークの⾻格を形成し、回遊性向上を図る

・広場と道の連続的な関係に配慮
●官⺠⼀体となった賑わいを感じるストリート
・沿道建物低層部からの賑わいのにじみだし
・官⺠連携による道路利活⽤による賑わいづくり

【デザインのポイント】
●シンボルストリートとしての⾼質なデザイン
・沿道の建物やにぎわいの彩りをつくる落ち着きの
ある形態や形状の⼯夫、地としてのデザイン
（舗装・植栽・サイン・照明など）
・動線部と滞留部を明確に分けた、快適に歩⾏でき
る道路空間
・快適な休息スペースの整備（緑陰やベンチなど）
・四季を感じられる彩りのある植栽
●官地と⺠地の敷際の連続性
・官地と⺠地のデザインの連続性
（舗装・植栽・サイン・照明など）
●ストリートと低層部のデザインの調和・連携
・道路の輪郭を形成する建築物の質の向上
と調和させる

・沿道建築物群のデザインの連続性をつくる
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歩⾏者主要動線（サブ）、その他道路

【⽅針】
●地元のにぎわいに資する使いやすい道路
・沿道のにぎわいと⼀体的な道路空間
・未利⽤空間を最⼩限に抑え、道路における余剰空
間を休息または魅⼒ある植栽部として活⽤
【デザインのポイント】
●ヒューマンスケールを意識した魅⼒的な空間
・沿道の建物やにぎわいの彩りをつくる落ち着きの
ある形態や形状の⼯夫
（舗装・植栽・サイン・照明など）
・快適な休息スペースの整備（ベンチなど）
・地域にゆかりのあるテーマカラー等の設定
（⾊彩計画）

⾼架下のデザイン

【⽅針】
●構造物と調和した、⼀体感のある空間
・明るく、清潔な印象を持った⾼架下空間
・開放感ある壁⾯、舗装や天井のデザイン
【デザインのポイント】
●⾼架など構造物の特性を活かしたデザイン
・構造物を活かした施設計画（照明演出、サイン計
画など）
・温かみのある照明演出等の⼯夫（照明計画）
・周辺環境と統⼀感のあるデザイン（⾊彩・サイン
計画など）
・各施設の機能集約などの⼯夫による、すっきりと
した空間実現への⼯夫
・地域にゆかりのあるテーマカラー等の設定
（⾊彩計画）
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建物通路のデザイン

【⽅針】
●わかりやすく魅⼒的な通⾏空間
・開放感ある壁⾯、舗装や天井のデザイン
・わかりやすく、安全・快適に移動できる歩⾏者空
間

【デザインのポイント】
●安全かつ快適に通⾏できるデザイン
・屋外/屋内の⼀体的な動線/空間計画や、統⼀感の
あるデザイン
・迷わず歩きやすい⼯夫（サイン計画など）
・周辺環境と統⼀感のあるデザイン（⾊彩・サイン
計画など）
・各施設の機能集約などの⼯夫による、すっきりと
した空間実現への⼯夫
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枚⽅の緑と⽔をつなぐ、緑と⽔辺の整備

2007年⾃然環境調査報告書(枚⽅市)に⼀部加筆

• 現状と課題：枚⽅市中⼼市街地周辺に
は、淀川や天野川、万年寺⼭のまと
まった⽔と緑のスポットが存在する。
⼀⽅で、枚⽅市中⼼市街地周辺は、ま
とまった緑が⾒られないことから緑の
連続性が失われている

• ⽣態系の⼀部として機能する枚⽅ルー
プを整備し、豊かな⽔と緑の連続性を
確保する

2007年孤⽴林調査

3-4-2 緑と⽔辺のデザイン⽅針

Hirakata Loop(仮)による
緑のネットワーク化

〈⾻格としての緑〉と〈緑のフットパス〉

• 枚⽅ループは⽣態系に寄与するエコロジカルネットワークとして整備し、枚⽅の新
たな⽔と緑の⾻格とする

• 枚⽅ループにつながる緑のフットパスを整備し、枚⽅市域全体で⽔と緑のネット
ワークを形成する

• 枚⽅ループは、⼤きな樹⽊(ケヤキ、クス、桜、銀杏等)で連続的な⾵景の⾻格を形
成する

• 枚⽅ループにつながる緑のフットパスは、ヒューマンスケールの季節を彩る樹⽊、
地被、プランター等を検討する

⾻格としての緑
緑のフットパス

緑のダイアグラム

〈⾻格としての緑：Hiraka Loop(仮)〉

〈緑のフットパス〉
⾻格をつくる⼤きな樹⽊

ヒューマンスケールで季節を彩る植栽

淀川

天野川
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現存相関植⽣図

枚⽅らしさを感じる植栽計画

・樹⽊の選定にあたり、枚⽅市や関⻄地域の在来種
を取り⼊れることを検討する

・枚⽅市の⽊「柳」、枚⽅市の花「菊」「桜」の配
置を検討する

・広葉樹と落葉樹、宿根草等を組み合わせて「四季
の変化を感じる植栽」に配慮する

・植物の⽴体的なリズムを楽しめる「草丈の変化や
壁⾯の緑化等により⽴体的な植栽」を検討する

アラカシヨシ コナラ アカマツ

⾼茎草本 アラカシ林

枚⽅でみられる在来種の例

クサヨシ

低⽔敷草地流⽔辺

堤防上部⼟⼿

チガヤ セイタカヨシ ヨモギ

ヒメガマ

カワヂシャ ユキヤナギニラ

重要種
準絶滅危惧種 絶滅危惧種A

市の⽊「柳」 市の花「菊」

市の花「桜」

現存相関植⽣の概要
※⾼茎草本：淀川河川敷のヨシ、などの草本群
落及び休耕地や空き地に⽣じた群落⾼1m〜5m
程度の草地
※アラカシ林：かつて農⽤林などの⼈為⼲渉を
受けた⼆次林。コナラ林、アカマツ林が放置さ
れて成⽴した樹林。
※園地型植栽：公園緑地、街路樹、住宅団地の
植栽などの中⾼⽊の疎林。

参考：現存相関植⽣2019 第6回⾃然環境調査報告書 枚⽅市

コラム：市⺠グループによる環境美化活動，アダプトプログラム

・枚⽅市アダプトプログラムは、市が管理する道
路や公園、駅周辺などの複数の公共空間を活動区
域として、清掃や美化活動を実施する制度

・活動区域内には、登録団体名称を記載した看板
が設置されている

・2020年3⽉1⽇時点で、69団体が参加している

アダプトプログラム取組イメージ(枚⽅市)

準絶滅危惧種

出典：枚⽅市HP

出典：枚⽅市HP

出典：枚⽅市HP
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・サイン配置の考え⽅

3-5 サインのデザイン3-5 サインのデザイン

＜サイン計画の⽬的>
・本ガイドラインが対象とする都市再⽣緊急整備区域（以下、HUBエリア）において、ウォーカ
ブルな都市構造を実現することを狙いとします。
・HUBエリアを縦貫する主動線となる⾻格的街路をメインストリートと設定し、そこから分岐す
る副動線をサブストリートとする階層的ルート設定を基本とします。
・ターミナル機能を持つ枚⽅市駅をHUBエリアの主要な⾏動起点と位置づけ、「階層配置」⽅式
を基本とするサインシステム（配置）を展開します。

出典︓財団法⼈ 都市づくりパブリックデザインセンター
「歩⾏者のためのコミュニティーデザイン〜わかりやすい街づくりの計画ガイド〜」より

背景︓国⼟地理院撮影の航空写真
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・基本的なサインシステム（配置）の考え⽅について以下に⽰します。
・対象となるサインの種類は、歩⾏者向けの以下の4種類を基本とします。
・基本配置は、⾏動起点からメインストリート上の分岐点からサブストリートへと案内誘導
を展開します。

案内サイン 誘導サイン 記名サイン その他サイン

・サインシステムの考え⽅

メインストリート

サブストリート

3-5 サインのデザイン
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サインの表⽰・設置等の基本的な考え⽅を以下に⽰します。
・サインシステムの考え⽅

出典︓京都市観光案内標識アップグレード指針より

3-5 サインのデザイン
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・サインデザインの考え⽅
【表⽰情報計画】
サインに表⽰する情報は様々ですが、その掲載にあたって重要なことは、情報量をコントロールし、
利⽤者にわかりやすいサインを⽬指すことです。その場所で⼀番重要な情報を絞り込み情報の優先
順位を明確にすることが⼤切です。

模式図や事例等 模式図や事例等

表⽰の掲載にあたり、案内・誘導する対象の基準を設定する必要があります。
最低限掲載する施設や、付加的に掲載する施設などの優先順位を定め、サイン特性に応じて表⽰す
ることで、利⽤者へのわかりやすさを⾼めます。

出典:京都市観光案内標識アップグレード指針より

【掲載基準】

3-5 サインのデザイン
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・サインデザインの考え⽅
【⾔語表記】

出典︓宇治市観光案内サイン整備ガイドラインより

情報量の補完や情報の理解を促す⼯夫として、以下のものが有ります。
・統⼀的なデザイン
・ピクトクラムなどの図記号を活⽤する
・⽂字の⼤きさやレイアウトのメリハリをつける
・ユニバーサルデザインに配慮した配⾊を⼼がける

【表⽰デザインの⼀貫性】

出典:京都市観光案内標識アップグレード指針より

ピクトグラム使⽤基準

サインに表⽰する情報は様々ですが、その掲載にあたって重要なことは、情報量をコントロールし、
利⽤者にわかりやすいサインを⽬指すことです。その場所で⼀番重要な情報を絞り込み情報の優先
順位を明確にすることが⼤切です。

3-5 サインのデザイン
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・サインデザインの考え⽅
【景観特性とサインのデザイン】
まちの景観は建物群による街並みと、道路などの公共空間によって構成されます。
サインを検討する際には、まちの景観特性を考慮し、調和を図ることが⼤切です。

歴史的な町並み景観になじむよう建築物に使⽤されて
いる材や⾊などを⽤いて調和させる。

歴史的な町並みと現代的な街並みが混在する景観の中
で溶け込むようなモダンな表現をしている。

町並み景観になじむよう建築物に使⽤されている⾊な
どを⽤いて調和させる。

都会的な現代の街並み景観にマッチしたシンプルで洗
練されたデザインとしている。

3-5 サインのデザイン
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3-6 広告物のデザイン

・屋外広告物のコントロール

屋外広告物とは、常時⼜は⼀
定の期間継続して屋外で公衆に
対して表⽰・設置される⽴て看
板、張り紙、地上広告物、壁⾯
広告物、屋上広告物、広告旗な
どの広告物をいいます。
このなかには商業広告など営利
⽬的のものはもちろん、個⼈の
名前や事務所・営業所名の表⽰、
各種の⾏事、催事、集会等の案
内など公衆に宣伝、広報するも
のも含まれます。

ただし、次のようなものは屋外
広告物に該当しません。

・街頭で配布されるチラシなど
の定着性のないもの ・建築物
や⾃動⾞の窓ガラス等の内側か
ら貼られたもの
・駅、⼯場、野球場内等で、そ
の構内に⼊る特定の⼈を対象と
するもの ・単に光を発するも
の（サーチライトなど）

3-6 広告物のデザイン

・HUBエリアの区域内は、枚⽅市屋外広告物条例に基づく規制があり、詳細な内容については
「屋外広告物の⼿引き（令和3年5⽉改訂）」に記されています。

・エリア内では、河川軸制限区域として天野川沿岸区域、特定区域として枚⽅市駅の周辺の区
域、⼀部、景観重点区域として枚⽅宿区域などが表⽰⽅法等の制限区域と指定されています。

・当該区域は概ね商業地域、近隣商業地域に当たり制限緩和区域に該当し、表⽰⽅法等の制限
が定められています。

・条例による制限遵守を必要⼗分条件としつつも、良好な都市景観形成の形成を⽬指し、HUB
エリア内での作法としての協調的なルールづくりについて合意形成を図ることが理想的です。

・具体的には次項「⾊彩のルール」などを参考に、先進的な事例などを参考に広告物の景観調和
⼿法を実践するなど、美観形成に向けた協調的な取り組みが課題となります。

・屋外広告物の種類

出典︓枚⽅市屋外広告物ガイドラインより

・広告物等に関する共通基準

・景観重点地区内で掲⽰・設置できる広告物は原
則として⼟地・建物所有者、⼊居テナントの⾃
⼰⽤のみ。

・集約化、縮⼩化し、建築物のデザインや周囲の
まち並みと調和させる。

・表⽰⾯積（商標登録の部分を除く）の1/2以上
の⾊彩は数値基準に適合させる。
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・容易に掲⽰・設置しやすい広告物等の例
以下に⽰す広告物等は、容易に掲⽰・設置出来、量的に反乱しやすいため「質の⾼い快適な空間」
をつくる上では特に注意が必要です。

・建物1階に限りガラス⾯の1/5以下の⾯積まで
掲⽰可能とする。

・⽴て看板は設置不可。

・建物1階の⾃⼰店舗⽤に限り、⼀定の⼨法内で1
基まで設置可能とする。

・建物を建築するまでの期間に限り、⼀定の規模
以下で開⽰可能とする。

・⼀般的なバナーフラッグやフレーム等に設置さ
れたものを除き、原則として設置不可とする。

・はり札類は、原則として掲⽰不可とする。

窓⾯広告 ⽴看板

置看板 広告幕

のぼり・旗類 はり札類

3-6 広告物のデザイン
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・POPや窓うち広告などのデザインルール

壁⾯広告は極⼒設けない（望ましくない例） 壁⾯広告をバラバラに配置しない
（望ましくない例）

壁⾯広告や窓内広告は設けない
（望ましくない例）

壁⾯広告をバラバラに配置しない
（望ましくない例）

商品陳列やPOPを氾濫させない
（望ましくない例）

⽴て看板・貼り紙・ノボリ等は置かない

・建物に掲⽰・設置される広告物等の例

3-6 広告物のデザイン
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出典︓富⼭市景観広告ガイドラインより

・広告物等の景観調和の例
広告物等の掲⽰ににおいて「質の⾼い快適な空間」をつくる上での具体的な⽅法を以下に⽰します。

3-6 広告物のデザイン
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店舗内の視認性を⾼めた誘導的なデザイン例

⾊分けによるゾーニングで認知性を⾼めた例

建築物意匠と連動した集合サイン

案内標識・サイン類のデザイン統⼀例

サイン・広告の集約によるわかりやすく洗練され
た例

テナント広告類の集約化

・サインの景観調和の例

3-6 広告物のデザイン
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・サインの景観調和の例

仮設物のデザイン 原⾊を多⽤せず、周囲の景観との調和を⼯夫した店
舗デザインやPOP

洗練された店舗サイン 控えめの店舗サイン

3-6 広告物のデザイン
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3-7 営み（仮設物／賑わい要素）のデザイン

仮設のサイン

・仮設物（サインやテントなど）

バナーフラッグなどによる案内や演出

仮設物のデザインも⼯夫する

・都市景観は様々な景観構成要素により形成されるが、そこに⼈々が織りなす様々な営みが重なり
都市の⾵景となります。

・そこには、賑わいや集いなど様々なアクティビティを創出する装置等による仕掛けや、空間装備
が極めて重要です。

・賑わいがあり魅⼒的でウォーカブルな環境づくりを実現するには、移動の円滑化と同時に滞留で
きる休息空間の適切な配置と設えが求められます。

・営みの⾵景をつくる仮設物としてのベンチやテーブル、店舗の看板やサイン、バナーフラッグ等
の演出要素など、洗練されたデザインによる品格ある環境づくりが求められます。

3-7 営み（仮設物/賑わい要素）のデザイン
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使⽤テントの統⼀

・仮設物（サインやテントなど）

仮設物のデザインも⼯夫する

仮設物のデザインも⼯夫する

仮設のサイン

仮設のサイン

使⽤テントの統⼀

3-7 営み（仮設物/賑わい要素）のデザイン
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・にぎわい要素（ベンチ、テーブル、イベントなど）

賑わいがあり魅⼒的でウォーカブルな環境づくりを実現するには、移動の円滑化と同時に滞留でき
る休息空間の適切な配置と設えが求められます。

仮設物としてのベンチやテーブル類のデザインも洗練されたものとする
海外事例

3-7 営み（仮設物/賑わい要素）のデザイン
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・にぎわい要素（ベンチ、テーブル、イベントなど）

新宿_シェアラウンジ

富⼭_ストリートリビング

新宿_シェアラウンジ

富⼭_ストリートリビング

広島_カミハチキテル

3-7 営み（仮設物/賑わい要素）のデザイン
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照明施設については、下記の基準を参照するものとする。
●温かみの感じられる夜間景観
・⾊温度：⾊温度は低いものとし、2700〜3000K程度を基本とする。

全体計画⽅針；まちとしての統⼀感を感じる夜間景観

⾊温度と光/ランプの関係

演⾊性と⾒え⽅

●⾊味や表情が豊かに⾒える夜間景観
・演⾊性：演⾊性は⾼いものとし、平均演⾊指数Ra80以上を基本とする

官/⺠の両敷地において⾊温度が
統⼀された夜間景観
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●まぶしさのない、安全で快適な光環境をつくる
・視野の中に極端に輝度が異なるものや光源が⼊るためにおこる不快感を覚えたり、
⾒えにくくなったりするようなまぶしさ（グレア）を極⼒抑えた計画を検討する。
・照明器具の光が直接⽬に⼊らないように、光源の向きに配慮する。また、光源に
フードをかぶせる等の⼯夫を⾏うことで、グレアカットに配慮する。
・発光するタイプの照明は、⽬に優しい明るさとなるように輝度を抑える。

全体計画⽅針；まちとしての統⼀感を感じる夜間景観

●過度な演出のない、安⼼できる光環境をつくる
・点滅を伴うような過度な演出の照明は避ける。
・電光掲⽰板など動きが激しく⽬⽴ちやすい照明の演出は避ける。
・過度に派⼿な⾊の照明は、⽬⽴ちやすいため避ける。
・サーチライトやレーザー等、広範囲に光が漏れ、影響が⼤きいものは使⽤しない。
※上記⽅針については、ランドマークとなる施設や「駅前・にぎわいエリア」内の施設
においてはこの限りではなく、別途検証するものする。

過度な点滅の例 過度な動きの例 派⼿な⾊の例

光源にフードを被せるこ
とによるグレア抑制の例

光源を直接⾒せない（間接照明）による
グレア抑制の例

⼩さな輝度の⼯夫によるグレア抑制の例

グレア
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●夜空や⽔辺に配慮した夜間景観
・照度を確保するための常設の屋外照明は、下⽅配光型を基本とする。その際、上⽅
光束⽐を原則5%以下とする。とくに淀川、天野川エリアにおいては、上⽅光束⽐を
0.5%以下とする。
・常設する内照式看板や蛍光部分の露出によるもの、その他ライトアップ照明等につ
いては、原則上⽅配光を避けるものとし、設置する場合はその内容について⼗分な配
慮がなされなければならない。
・天野川の流れる⽔辺の景⾊を夜にも感じられるよう、⽔辺の映り込みや反射につい
て配慮しながら照明計画に⼯夫を⾏う。
※上記⽅針については、ランドマークとなる施設や「駅前・にぎわいエリア」内の施
設においてはこの限りではなく、別途検証するものする。

全体計画⽅針；天の川・七⼣伝説にゆかりのあるまちにふさわしい夜間景観

配光形式の例

配光制御の例 ※環境省資料
下⽅配光の照明 左：⾮推奨例 右：推奨例

※International Dark-sky Association（国際ダーク
スカイ協会）における参考資料

⽔辺の景⾊を意識した、映り込みをつくるあかりの例
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計画⽅針；⽬的を持ったあかりでシーンをつくり、枚⽅のまちらしさを演出するメリハリのある夜間景観

●ランドマークにおける⽴体的な光の演出
・枚⽅のまちを代表する、市⺠が誇りに感じ

るような⾵格ある演出とする。
・壁⾯の凹凸などや柱や梁など、適切と考え

られる箇所を⼗分に検討し選定した上で、建物
の陰影が明確となり輪郭が明瞭に際⽴ってみえ
るような、⽴体的な光の演出の⼯夫を⾏う。全
体を均⼀に明るくするような演出はなるべく避
ける。

・外が暗くなるにつれて、屋内空間の様⼦が
浮かび上がることに念頭を置いた屋内の照明計
画を検討する（照明施設の配置、⾊温度の統⼀
など）。

・必要に応じて、植栽や⼈々の活動など動き
のあるものに焦点を当て、照明施設の⼯夫によ
りシルエットを効果的に演出する。

3-8-2 施設ごとの計画⽅針

歴史的な素材・構造に焦点をあてた演出例

建築壁⾯の陰影や屋内空間を強調した演出例

植栽の影のシルエットを活⽤、演出した例
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計画⽅針；⽬的を持ったあかりでシーンをつくり、枚⽅のまちらしさを演出するメリハリのある夜間景観

●広場・公園における夜景のデザイン
・⼈の流れや溜まりに焦点をあて、にぎわいの
ある夜景を演出する照明を配置する。

・空間の⾻格（園路など）を浮かび上がらせ
る照明の⼯夫を⾏う。

・明るさだけでなく、落ち着いた魅⼒ある暗
さを創出するため、明暗がはっきりとした抑揚
のある光の演出を⾏い、楽しく歩き、滞在でき
る⼯夫を⾏う。全体を均⼀に明るくするような
演出はなるべく避ける。

・多灯式や投光器型などの照明施設を設けて
機能を集約し、明るすぎず抑揚のある光の演出
を⾏いながら、すっきりとした空間をつくる。

・植栽やファニチャーなど⼈の憩いのための
スペースを光で演出する⼯夫を⾏う。

●ストリートにおける夜景のデザイン
・⼈の流れや溜まりに焦点をあて、にぎわいの
ある夜景を演出する照明を配置する。

・明るさだけでなく、落ち着いた魅⼒ある暗
さを創出するため、明暗がはっきりとした抑揚
のある光の演出を⾏い、楽しく歩き、滞在でき
る⼯夫を⾏う。全体を均⼀に明るくするような
演出はなるべく避ける。

・動線部/滞留部が明確にわかるような照明演
出の⼯夫を⾏う。

・魅⼒的な夜のにぎわいを演出するため、
⼈々の活動や植栽、ファニチャーなど⼈の憩い
のためのスペースや動きに焦点をあてて演出す
る⼯夫を⾏う。

抑揚のある照明演出を園路に設える

滞留部（ベンチ）・園路を浮かび上がらせる

多灯式の照明により、メリハリのある明暗と
すっきりとした空間をつくる

⼈のたまり場やにぎわいを演出する
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計画⽅針；⽬的を持ったあかりでシーンをつくり、枚⽅のまちらしさを演出するメリハリのある夜間景観

●⽔辺における夜景のデザイン
・天野川の流れる⽔辺の神秘的な景⾊を感じられるよう、⽔辺の映り込みや反射につ
いて配慮しながら照明計画に⼯夫を⾏う。空間全体が明るくなりすぎないように極⼒
配慮を⾏う。

⽊陰のシルエットを演出に活⽤する

⽔辺の景⾊を意識した、映り込みをつくるあかりの例

●植栽・ファニチャーにおける夜景のデザイン
・⾼⽊などの植栽は、幹中⼼に光をあてずに葉
を中⼼に光をあて、彩りを作るようにする。
・上⽅配光はなるべく避けるものとし、過度な
数、仕様の施設配置を⾏わない。
・夜の魅⼒的で落ち着いた雰囲気を保つため、
なるべく⾜元を照らし、利⽤者のグレアを避
ける。
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3-9 ⾊彩のルール

・HUBエリアの区域内は、「枚⽅市景観計画（平成28年10⽉変更）」に基づく⾊彩基準が設定さ
れています。

・河川景観軸の区域として天野川沿岸区域、ターミナル拠点景観として枚⽅市駅の周辺の区域が景
観形成区域として、また、景観重点区域として枚⽅宿区域の⼀部が当該エリア内に指定されてい
ます。

・景観形成区域の「建築物の外観」については「外壁及び屋根等の基調となる⾊彩は、著しく派⼿
なものとしない。（※別表⼀の⾊彩基準を遵守すること。）」とされています。

・同⾊彩基準では、外壁基本⾊について、「落ち着きが感じられ、⽔や緑等の存在や周辺のまちな
み景観を妨げないように配慮」し低彩度なマンセル表⾊系のカラーを設定しているが、外壁各⾯
で１/３以下の⾯積については、補助的に⽤いるトーンの近い⾊彩を前提にサブカラーの設定を可
能としています。

・HUBエリアの今後の良質な景観形成を誘導する上で、サブカラーを設定する場合においても、外
壁基本⾊の⾊彩基準に準拠して⾏うなど、HUBエリア内での作法としての協調的なルールづくり
について合意形成を図ることが理想的です。

出典︓富⼭県景観広告ガイドラインより

・景観計画における⾊彩基準の考え⽅

3-9 ⾊彩のルール
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・枚⽅市景観計画より

景観形成区域の「建築物の外観」については「外壁及び屋根等の基調となる⾊彩は、著しく派
⼿なものとしない。（※別表⼀の⾊彩基準を遵守すること。）」とされています。

出典︓枚⽅市景観計画概要版より

3-9 ⾊彩のルール
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・枚⽅市景観計画より

マンセル表⾊系と⾊彩基準（外壁基本⾊）
枚⽅市景観計画における⾊彩基準では、以下のマンセル表⾊系に⽰す各⾊相の⾚枠内が外壁に使⽤
しても良い⾊彩の範囲です。HUBエリアでは、周辺地域の今後の良質な景観形成に向けて、外壁各
⾯の１/3以下の⾯積に設定可能なサブカラーについても、極⼒同様の⾊彩基準に準拠した⾊彩選定
が⾏われることを推奨します。

出典︓枚⽅市景観計画概要版より

3-9 ⾊彩のルール
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⾊の選定においては、まち並みやその地域の歴史⽂化等を考慮しながら、調和を基本とするために
慎重に選定することが⼤切です。
⾊の選定⽅法や使⽤⾯積、⾊調の選定⽅法などの参考事例を以下に⽰します。

出典︓富⼭県景観広告ガイドラインより

・景観計画における⾊彩の選定⼿法

3-9 ⾊彩のルール
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各空間構成要素におけるデザインの基本事項

• 枚⽅市中⼼市街地周辺エリアは、現代
の都市的な雰囲気と⾝近に⾃然を感じ
る魅⼒を併せもちます。

• 「都市」と「⾃然」という異なる要素
を、受容性の⾼いシンプルで洗練され
たデザインを基本として、調和を図り
ます。

3-10. 各空間構成要素におけるデザインの考え⽅

〈配置〉

• ⼭並みやまちなみへの配慮

• ボリュームコントロールやスカイラインの形成により都市としてのまとまり、⼀体
感を形成

• 地上⼯作物等の要素は極⼒減らした配置

〈形態〉

• 受容性の⾼い、洗練されたシンプルなデザイン

〈⾊彩〉

• 公共空間は無彩⾊を中⼼とした低彩度の⾊味で構成

• ⼭・川・空と調和する景観形成のため、アクセントカラーは部分的な利⽤に限定す
る

〈素材・仕上げ〉

• ⽊材・⽯などの⾃然素材や、仕上がりの良い⾦属など、⾼質な空間形成に寄与する
素材を場所に合わせて選定

• ⼈が近くで⾒て触れる部分は、素材感・⼿触り感に配慮

空間構成要素間の関係

• 図と地を意識したデザイン：空間構成要素に図となるもの、地となるものの優先順
位を設定した上で各要素のデザインを検討します。

図

地

〈屋根・庇・基壇〉

安全施設

〈ストリートファニチャー〉

歩道照明

ベンチ(固定式)

ベンチ(可動式)

〈地上⼯作物〉

⾷事施設

⾞道照明

⺠地(沿道空間)

〈舗装〉

官地(滞留空間)

官地(歩⾏者主要部)

歩⾏者デッキ

バスシェルター
給排気等

出典：枚⽅市HP
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４．空間管理とエリアマネジメント
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4 空間管理とエリアマネジメント（公共空間の利活⽤） 
4-1 デザイン協議のテーブル 
 枚⽅市駅周辺のまちづくりにかかわる様々な事業や取り組みについて、既定の構想・計画、
景観計画等と整合をはかりながら、⽬指す景観を実現するため、デザイン協議のテーブルを
構築します。 
 エリアで展開される開発プロジェクトや建築⾏為あるいはイベント等を含むまちづくり
の取り組みについて、エリアマネジメント組織における情報共有と事前協議の仕組みを構
築します。 
 ガイドラインで⽰した緩やかな将来像を共有しつつ、事業者からの提案や事前協議での
創造的なアイデアによるデザイン検討や解決策等の検討を⾏います。基準を守ることに固
執するルールの運⽤よりも、作法としてのルール運⽤やよりよいまちづくりのための創造
的な協議を⽬指します。 
 対象区域は枚⽅市 HUB 協議会の活動エリアとします。 
 なお、本協議については、⺠間での取り組みに加えて、まちづくりに影響の⼤きな公共空
間の再編などの公共事業についても、枚⽅市などの関連主体と連携・協議しながら、⼀体的
に扱うことを⽬指します。協議対象となる物件は、エリアのまちづくりに⼤きな影響を与え
るまちづくり事業とし、協議会および事業主体間で協議し対象を決定します。 
 

 
図 デザイン協議のテーブル 
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 デザイン協議については、⼤きくは２段階（計画・構想段階、設計段階）に分かれま
す。また、設計段階については、事業の進捗や協議内容に応じてさらに３段階に分かれま
す。 
 
構想・計画段階のデザイン協議 
 枚⽅市駅周辺まちづくりのエリアにおいて、まちづくりに⼤きく影響を及ぼす可能性の
ある事業の構想・計画段階における協議です。市街地再開発事業などの⾯的整備事業や、
建築物の新築・建替や、公共施設の整備・再編などが主な対象となりえます。 
 まだ具体的な整備内容が決まっていない段階での、⼤きな⽅向性や留意すべき事項など
について協議を⾏い、全体としてより質の⾼いまちづくりを実現するために創造的なアイ
デアを出すことを⽬的としています。また、設計段階に⾄る前での⼤枠の⽅向性や解決す
べき課題、留意点などをあらかじめ確認することを⽬的としています。 
 
設計段階デザイン協議 
 設計段階のデザイン協議は３段階に分かれます。配置や基本設計など設計の⼤枠を決め
る段階、設計対象の建築物外観や広場・通路等のパブリックスペースの意匠や外装などが
決まる実施設計段階、そして、テナントやサインなどの詳細が決定される施⼯段階です。 
 
設計段階デザイン協議１（配置・基本設計レベル） 
 設計の初期段階における建築物等の配置など基本設計レベルでのデザイン協議です。こ
の段階では、建物の⽤途やボリュームなど⼤きな⽅向性について共有し、まちづくりにお
ける相互連携のあり⽅を協議します。また、景観に与える影響についてあらかじめ把握
し、その留意点や課題を共有します。広場・公園・通路（建物内、⺠有地内も含む）につ
いては、利⽤者の観点にたった利便性・快適性やウォーカビリティなどに配慮してその性
格づけを共有します。 
 
設計段階デザイン協議２（実施設計レベル） 
 主に建築物や公共施設等の詳細が決まる実施設計レベルでは、景観に与える影響やまち
全体における役割や機能と質の向上に向けた創造的な協議を⾏います。外装材の⾊彩や材
料の選定、広場などの利活⽤を想定したデザインの決定など、多⽅⾯にわたる協議を⾏い
ます。また、並⾏して利活⽤などを想定した広場・公園・通路（建物内、⺠有地内も含
む）がある場合には、その管理運営のあり⽅についても協議を⾏います。 
 
設計段階デザイン協議３（テナント・サイン・広告等） 
 最終段階では、これまで決まっていなかったテナント等が決まった段階での広告物やサ
インなどの詳細について協議します。 
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4-2 エリアマネジメント活動と広場等の空間管理 
 枚⽅市駅周辺まちづくりは、官⺠を含む多くの主体による事業で構成されていることや、
その実施時期がそれぞれ異なっていることから、まち全体のあるべき姿を実現していくに
は⼯夫が必要となります。そこで、枚⽅市駅周辺まちづくりでは、まちづくりにかかわるス
テークホルダーが参画したエリアマネジメントを推進していくことを⽬指します。 
 エリアマネジメントとは、「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるた
めの、住⺠・事業主・地権者等による主体的な取り組み」であり、全国各地のまちづくりで
取り組まれています。 
 枚⽅市駅周辺まちづくりでは、エリアマネジメント主体によって、ウォーカブルで多様な
機能が共存した枚⽅ライフスタイルを実現するといったまちの将来像の⽴案・共有・改訂な
どを⾏ったうえで、具体的なプロジェクトを対象としたデザイン協議等による事業間相互
の調整と⼀体的な景観形成を⽬指します。そして、エリア周辺での各種イベント等の実施を
はじめ、エリア内に配置されている広場・公園・通路（建物内、⺠有地内も含む）などの利
活⽤、管理運営のあり⽅についても⼀体的に運営することを⽬指します。 
 枚⽅市駅周辺まちづくりでは、公共空間としての広場や公園、河川区域に加え、⺠有地内
にもパブリックな利活⽤が想定されている空間も多くあることから、これら全体がネット
ワークされ、利⽤者にとって魅⼒的でありかつまち全体の価値向上に資する空間管理が求
められます。 

 
図 多岐にわたる公物管理・⺠有地の⼀体的な空間管理によるまちの質向上 
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 ⼀⽅で、これらの施設については、公物管理上のルールがそれぞれの公物管理法に規定さ
れている点や、⺠有地における施設は個別管理規約等に基づく管理がなされている点など
に留意する必要があります。これらを共通する利活⽤のルールを実現して、エリア全体のパ
ブリック空間の利活⽤により、地域価値の向上を⽬指します。また、災害時での機能維持な
ど、様々な公共貢献にも配慮します。近年は、中⼼市街地の活性化や賑わいづくり、コミュ
ニティの形成など様々な観点から公共空間や⺠有地広場などの活⽤が期待されており、各
地で取り組みが進んでいます。枚⽅市駅周辺まちづくりにおいても、こうしたパブリックス
ペースの有効活⽤が極めて重要です。また、本格運⽤開始前には社会実験を実施しながら、
利活⽤のあり⽅を具体化していくプロセスが重要となります。 
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表 様々な公物や⺠有地等における利活⽤のルール（●は候補となる場所） 
場所 利活⽤のルール 制度概要 備考 

道路 

道路占⽤許可の特例制度 
（都市再⽣整備計画） 

地⽅公共団体が計画へ位置付けること
により、中⼼市街地活性化のためのオー
プンカフェや露店等の設置にかかる道
路占⽤許可基準（無余地性）を緩和する
制度 

特例道路占⽤区域 
占⽤期間は 5 年 
 
●駅前広場等 
●ペデストリアンデッキ 

歩⾏者利便増進道路 
（ほこみち）による特例
区域 

道路管理者が歩⾏者利便増進道路を指
定し、利便増進誘導区域を設けることに
より、オープンカフェや露店等の設置に
かかる道路占⽤許可基準（無余地性）を
緩和する制度 

利便増進誘導区域内で 
占⽤許可期間は最⼤ 20
年（公募占⽤の場合） 
 
●⾼架下通路等 
●ペデストリアンデッキ 

河川 

河川敷地占⽤許可の特例
制度 
（河川空間のオープン化） 

都市及び地域の再⽣等のために利⽤す
る施設に係る河川敷地占⽤許可準則の
特例制度により、飲⾷店、売店、等の占
⽤が可能。また広場・イベント施設の設
置も可能。 

河川管理者による都市・
地域再⽣等利⽤区域の
指定 
占⽤許可期間は最⼤ 10
年 
●天野川沿い河川区域 

公園 

公募設置管理制度 
（park-PFI） 

都市公園における飲⾷店、売店等の公園
施設の設置・管理を⾏う⺠間事業者を公
募により選定。 
特定公園施設（園路・広場等）の整備を
⼀体的に⾏う必要がある。 

設置管理許可期間は最
⼤ 20 年 
建ぺい率の緩和 
占⽤物件の特例 
●ニッペパーク岡東中
央公園ほか 

⺠地 
広場 
通路 

市街地再開発事業等によ
る 施 設 建 築 物 共 ⽤ 部 や 
⾮建ぺい地共⽤部、 
あるいは専⽤部 

共⽤部または専⽤部の管理者による管
理規約により定められる利活⽤ルール
に基づく。 

特に制限なし 
 
●枚⽅市駅前周辺地区
市街地再開発事業など 
●枚⽅市駅 
●⼤阪府住宅供給公社
前広場 

その他 

地区計画による地区施設 都市計画（地区計画）にもとづく地区施
設について、準ずる公物に対応した地区
施設の役割（道路・公園・広場等）に基
づいて利活⽤が⾏われる。 

都市計画にもとづく 
管理の詳細は、⾏政と施
設所有者との協議によ
る 
●再開発内地区施設 

都市利便増進協定 
（都市再⽣整備計画） 

都市再⽣特別措置法に基づき、地域のま
ちづくりルールを地域が⾃主的に定め
られる協定制度。広場等公共空間の整備
⽅法、街並みルール、維持管理⽅法、美
化清掃ルール等⾃由に定められる。 
エリアマネジメント団体による地区管

地域が定めたルールを
市町村が認定し、官⺠連
携したまちづくりを推
進 
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理を想定。 

 
 
 
 

＜参考事例：複数のパブリックスペースを⼀括管理している事例＞ 
あそべるとよたプロジェクト（豊⽥市） 

 あそべるとよたプロジェクトとは、豊⽥市駅周辺にある開けら空間「まちなか広場」を⼈
の活動やくつろぎの場として開放し、さらにはとよたの魅⼒を伝え、とよたに愛着を持てる
場所として使いこなしていく取り組みです。まちなか広場で市⺠・企業・⾏政が⼀体となっ
てアイデアを出し合い、「やってみたいこと」を実現しながら、試⾏を重ね、まちなか広場
がより使いやすくなるような継続的な仕組みをつくっています。 
 その中⼼的な主体が、「あそべるとよた推進協議会」で、官と⺠の広場管理者などが構成
委員となり、まちなかの広場の活⽤を推進する組織です。 
 なお、当該まちなか広場以外にも各施設管理者の⼀部には施設内のイベントスペースな
どを所有し、その貸出などを⾏っている（再開発ビル T-FACE 等） 
 

あそべるとよた推進協議会の構成員 

豊⽥市駅前開発株式会社、豊⽥市駅前通り南開発株式会社、豊⽥市駅東開発株式会社、 
豊⽥喜多町開発株式会社、豊⽥まちづくり株式会社、豊⽥市中⼼市街地活性化協議会、 
⼀般社団法⼈ TCCM（運営者）、豊⽥市崇化館地区区⻑会 
豊⽥市（⼟⽊管理課、都市整備課、商業観光課） 
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図 あそべるとよた推進協議会による複数の広場の⼀括管理（資料：国⼟交通省） 

 
 
 

表 対象広場⼀覧（あそべるとよたプロジェクト まちなか広場利⽤の⼿引きより） 

 
 
 また、広場に隣接する施設との連携を想定しており、隣接施設コンセプトとの合致や隣接
施設のテナントとの類似品の販売はお断りすることがある等の留意事項があります。 
 
 

※使⽤ 可能時間は、設置・撤去の時間も含みます。 

※設備設置場所などの詳細は、運営者にお尋ねください。 

※ペデストリアンデッキ広場の管理者は豊⽥ 市商業観光課ですが、⼀ 般社団法⼈ Ｔ Ｃ Ｃ Ｍによる「ペデストリアンデッ

キ広場運営事業者公募事業」で採択された事業者が、広場の運営者になります。 

N o  広場名 管理者 使⽤ 可能時間 
広場⾯ 積 

（ ㎡）  

主な設備の有無 

電源 給⽔  

1  シティプラザ 豊⽥ まちづくり（ 株）  9 : 00〜20 : 00  約 900 ○ ○ 

2  ﾍ゚ ﾃ゙ ｽﾄﾘｱﾝﾃ゙ ｯｷ広場 豊⽥ 市 商業観光課 7 : 00〜23 : 00  約 385 ○ ○ 

3  豊⽥ 市駅⻄ ⼝ ﾃ゙ ｯｷ下 豊⽥ 市 ⼟ ⽊ 管理課 応相談 約 100 × × 

4  ギャザ南広場 豊⽥ 市駅東開発（ 株）  9 : 30〜21 : 00  約 630 ○ ○ 

5  参合館前広場 豊⽥ 市駅前開発（ 株）  9 : 00〜20 : 00  約 940 ○ ○ 

6  ｺﾓ･ｽｸｴｱｲﾍ゙ ﾝﾄ広場 豊⽥市駅前通り南開発（ 株）  9 : 00〜20 : 00  約 150 ○ ○ 

７  KiTARA 前広場 豊⽥ 喜多町開発（ 株）  9 : 00〜20 : 00  約 40 〇 〇 
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表 広場隣接施設（あそべるとよたプロジェクト まちなか広場利⽤の⼿引きより） 

 
 
 初めての利⽤者には、「まちなか広場つかいこなし講座」（主旨説明、つかいこなしルール
の説明）の受講がなされ、広場利⽤料はペデストリアンデッキ広場をのぞいては共通化され
ています。 
 運営者（事務局）では、⾃主事業の企画、貸出に係る事務（受け付け、アドバイス、利⽤
料管理、広場設備管理などを⾏います。関係法令の遵守、広場利⽤にかかる各種規定・ルー
ルの運⽤、搬⼊搬出ルール、仮設物のデザイン、衛⽣管理、広場使⽤者の責任（イベント保
険等への加⼊）、苦情への対応など、広場の利活⽤に関する⼀連の⽀援を⾏なっています。
また、web や SNS などでの情報発信などプロモーションにも積極的に取り組んでいます。 
 

  
利活⽤を想定した設備（コンセント） 利活⽤に関するサイン類 

 
 
 
 

 広場名 隣接施設 隣接施設コンセプト  

１  シティプラザ t-FACE ライフスタイル・ファッションにこだわりのある⼥ 性をターゲットに

した⽣ 活提案施設 

２  ギャザ南広場 ギャザ ⾷ 料品、⾐ 料品などの店舗が中⼼ で、ファミリー層をターゲッ

トに、気軽な利⽤ を提案する⽣ 活密着施設 

３  参合館前広場 参合館 図書館、コンサートホール、能楽堂など、全国的に⾒ てもレ

ベルの⾼ い教育的施設があり、⽂ 化、芸術の発信施設 

４  コモ･スクエアイベント広場 コモ･スクエア オフィス、スポーツ施設、シティホテル、店舗、住宅等複合的

な要素を持つ複合施設 

５  KiTARA 前広場 KiTARA 商業、アミューズメント、事務所、⾼ 齢者施設、住宅等複

合的な要素を持つ複合施設 

テナントには豊⽥ 市初進出のイオンシネマが⼊ っている 
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５．参考資料
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参考資料

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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参考資料

背景：国⼟地理院撮影の航空写真

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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参考資料

背景：国⼟地理院撮影の航空写真

背景：国⼟地理院撮影の航空写真
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B 枚⽅市駅周辺まちづくりデザインガイドライン ー実践編ー

※本パースについては検討中のものであ
り、今後の調整を経て将来像の⼀例を⽰
すイメージとして完成するものである。



【⽬ 次】

B 枚⽅市駅周辺まちづくりデザインガイドライン −実践編−

１．はじめに
１-１ 検討項⽬と体制

２．景観形成⽅針
2-1 将来像における対象地の位置づけ
2-2 エリア計画⽅針における対象地の位置づけ
2-3 広場のデザイン⽅針における対象地の位置づけ
2-4 ストリートのデザイン⽅針における対象地の位置づけ
2-5 夜景のデザイン⽅針における対象地の位置づけ
2-6 サイン/広告物のデザイン
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1-2
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2-2
2-3
2-4
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1．はじめに
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1. はじめに

1-1 検討項目と体制
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2．景観形成⽅針
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2. 景観形成方針

「Hirakata  Loop(仮)」の考え方
●対象エリアを中心に、京阪枚方市駅を中心
に淀川エリアと枚方市合同庁舎（計画予定）
を快適で魅力的なストリートや広場でつない
でいく「都市軸」と、自然が感じられ、開け
たまちの景色が広がる「天野川」を歩行者空
間として良好に形成していくことによる水辺
軸により、まちなかの回遊ネットワーク
「Hirakata Loop（仮）」を形成します。

●Hirakata Loop（仮）と交差する京街道枚方
宿や、計画が進行している枚方市駅前交通広
場（北側）、枚方市駅周辺地区第一種市街地
再開発事業など、既存の枚方の魅力的な都市
資産や未来の整備内容を考慮した上で一体的
に整備していくことで、面的な歩行者ネット
ワーク形成を行います。

HIRAKATA LOOPA  A LT  

枚方都市軸

まちづくりの将来像イメージ（案）

2-1 将来像における対象地の位置づけ

枚方市駅周辺地区
第一種市街地再開発事業

背景：国土地理院撮影の航空写真
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エリアゾーニング

2-2 エリア計画方針における対象地の位置づけ

枚方市駅周辺地区
第一種市街地再開発事業

背景：国土地理院撮影の航空写真
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対象範囲における、主要な広場

2-3 広場のデザイン方針における対象地の位置づけ

枚方市駅周辺地区
第一種市街地再開発事業

背景：国土地理院撮影の航空写真
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対象範囲における主要動線と通り

2-4 ストリートのデザイン方針における対象地の位置づけ

枚方市駅周辺地区
第一種市街地再開発事業

背景：国土地理院撮影の航空写真
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HIRAKATA LOOPA  A LT  

まちの明か明かり

夜間景観計画図

エリア全体の夜景の考え方
●対象エリアにおいて、夜間における「Hirakata 
Loop（仮）」の回遊ネットワークを向上するため、
大きくエリアを2つに分け「水辺の明かり」と「ま
ちの明かり」を形成します。
・「まちの明かり」については、安全安心かつ楽
しく夜のまちを歩けるように、建物や道路・公園
施設などの照明施設に一体的に整備して統一感の
ある夜景を創出します。また、エリアゾーニング
やまちなかにおけるランドマークの位置づけに十
分配慮しながら各敷地の整備を行うことで、まち
全体として一体感のある夜景を演出しながら、エ
リアごとに趣の異なる空間をつくることで、魅力
ある枚方の夜景を創出します。

●「水辺の明かり」については、天の川・七夕伝
説にゆかりのあるまちにふさわしい夜間景観を創
出するため、明るすぎない、夜空（上方）に配慮
した照明計画をトータルで行います。また、水辺
や木々などの自然環境に焦点をあてた照明演出の
計画を、必要に応じて計画するものとします。

2-5 夜景のデザイン方針における対象地の位置づけ

枚方市駅周辺地区
第一種市街地再開発事業

背景：国土地理院撮影の航空写真
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・サイン配置の考え⽅

・サインシステムの考え⽅

・ターミナル機能を持つ枚⽅市駅を主要な⾏動起点と位置づけ、そこから地区の主要施設に
向かって「階層配置」⽅式を基本とするサインシステム（配置）を展開します。

2-6 サイン／広告物のデザイン

出典︓財団法⼈ 都市づくりパブリックデザインセンター
「歩⾏者のためのコミュニティーデザイン〜わかりやすい街づくりの計画ガイド〜」
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・再開発地区における主要動線

再開発地区全体としては地上の⾼架下南北通路（HIRAKATA SYMBOL PROMENADE）を主動線とし
て、東の天の川沿いへ派⽣する形で動線が想定されます。また、再開発地区第３⼯区は、第１に２F
にある京阪枚⽅駅東改札が主動線となり、第２に、地上の⾼架下南北通路を主動線として、南側施設
沿いが副動線と想定されます。

2-6 サイン／広告物のデザイン
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広場

広場

広場

ESC   EV ESC   EV ESC   EV
ESC   EV ESC   EV

EV

・タテ辻、ヨコ辻の考え⽅

HUBエリア内（第3⼯区）において、利⽤者への分かりやすさ、空間認知のしやすさ向上をめざし、
⼀貫性のあるサインシステムと、空間特性に適合したサイン機能を取り⼊れることで施設内及びエ
リア間の回遊性の向上⽬指します。
主要導線を顕在化させ、⼊⼝、出⼝、現在階など場所の分かりやすさを創出することが⼤切です。

空間認知のしやすさの向上
空間特性に適合したサイン機能を持たせ、パブ
リック動線の顕在化をする
・ESC/EVなどの縦動線 → タテ辻
・⽔平導線の主要となる分岐部→ ヨコ辻
・ランドマークやシンボルを⽤いた求⼼的空間づくり
・現在地、出⼊⼝等の場所の分かりやすさの創出

利⽤者への分かりやすさの創出

都市サイン 交通・鉄道サイン 施設サイン

まち 駅 地区
⼀貫性のあるサインシステム

サインとしての基本性能

回遊性を⾼める情報発信
賑わい・楽しみの創出
・街区内外の回遊性
・⾼架下のつなぎ空間
・多様な情報媒体による発信

タテ辻 ヨコ辻

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅

利⽤者への分かりやすさ、空間認知のしやすさ向上をめざした⼀貫性のあるサインシステムと、
空間特性に適合したサイン機能を取り⼊れた考え⽅を以下に⽰します。

⼀⾒して分かる情報提供を⾏う

・交通結節点という施設特性から⼀⾒して分かる施設
誘導を主体とする。

・施設誘導サイン主体の情報提供を基本とする。
・情報の提供形態に配慮し、⼤きく⾒やすい表⽰とする。

情報内容を序列化・階層化し、理解しやすくする

・各種交通機関、街区内各種施設等多数の情報を⼀⾒して
理解できる情報の棲み分けを⾏う。

・鉄道乗り換え情報はアーバンコア部での掲⽰が主体とな
るため、場所に応じたランク分けを⾏う。

パブリック動線を顕在化する

・パブリックエリアと商業、オフィス等の専⽤エリアの上
下動線（エレベーター、エスカレーター、階段）を識別
させ、洋とと⽬的を明確化する。

⽤途に応じて施設⼊り⼝を差別化する

・オフィス⼊り⼝や鉄道施設の境界にゲート性をもたせ、
⽤途に応じて⾊彩や設えを換え、⽤途の違いを明確にする。

ランドマークを⽤いた待ち合わせ場所を検討する

・案内所を顕在化し、⾒つけやすくする。
・「ランドマーク」などで待ち合わせ場所を創る。

現在階の認識をしやすくする

・各種交通機関ののりばや⽂化街区内施設と、階数の対応
関係を⽰す。（断⾯図表現などを⾏う）

・現在階の徹底的な周知を⾏う。（階数表記を⽬⽴たせる、
繰り返し掲出する等）

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

地上階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・タテ辻・ヨコ辻を軸としたわかりやすい商業動線
・京阪枚⽅駅東改札横階段からの地上階の商業・市役所・ホテル・マンションへのスムーズな誘導
・南側の市役所・屋上広場へ直通するエレベーターへの誘導
・第１・２⼯区前広場、天の川テラス側の広場への公私⼀体となった誘導

1F

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

2階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・タテ辻・ヨコ辻を軸としたわかりやすい商業動線
・京阪枚⽅駅東改札からの商業エリアを貫通した市役所・オフィス・ホテル・マンションへのスムーズな誘導
・京阪枚⽅駅東改札から天の川テラス側への誘導

2F

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

3階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・タテ辻・ヨコ辻を軸としたわかりやすい商業動線
・天の川テラス側への誘導

3F

2-6 サイン／広告物のデザイン

2-13



・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

4F

４階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・タテ辻・ヨコ辻を軸としたわかりやすい商業動線
・屋上広場への誘導

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

5F

５階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・市役所への誘導
・屋上広場への誘導

2-6 サイン／広告物のデザイン
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・サイン計画の考え⽅︓「タテ辻・ヨコ辻」によるわかりやすい空間誘導

6F

６階のサイン計画は、以下の⽅針をベースとする。
・屋上広場への誘導
・オフィスの誘導

2-6 サイン／広告物のデザイン
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【表⽰情報計画】
サインに表⽰する情報は様々ですが、その掲載にあたって重要なことは、情報量をコントロールし、
利⽤者にわかりやすいサインを⽬指すことです。その場所で⼀番重要な情報を絞り込み情報の優先
順位を明確にすることが⼤切です。

2-6 サイン／広告物のデザイン

出典︓宇治市観光案内サイン整備ガイドラインより

・サイン計画の考え⽅
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・サインデザインの考え⽅
【表⽰デザインの⼀貫性】

2-6 サイン／広告物のデザイン

出典︓宇治市観光案内サイン整備ガイドラインより

サインには判読性の⾼い書体を使⽤する JIS案内⽤図記号（ピクトグラム）を使⽤する

情報量の補完や情報の理解を促す⼯夫として、以下のものが有ります。
・統⼀的なデザイン(名称や使う⾊など）/・ピクトクラムなどの図記号を活⽤する
・⽂字の⼤きさやレイアウトのメリハリをつける/・ユニバーサルデザインに配慮した配⾊を⼼がけ
る

出典︓みやこユニバーサルデザインわかりやすい
印刷物のつくり⽅（H20）京都市 より出典︓京都市観光案内標識アップグレード指針より

背景⾊と⽂字⾊のコントラスト

ピクトグラムの⾊彩

⾊の組み合わせの事例
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